
　今回は、お口の健康についてお知らせします。お口の健康は「食べる」「話す」「笑う」「呼吸する」など
さまざまな役割があり、体全体の健康に直結します。
　虫歯や歯周病を予防し、噛む力を維持するための口腔ケアに努めましょう。

　以下の項目にあてはまると、お口の機能が低下している可能性も。早めに正しいケアや治療につなげましょう。

　噛む力や飲み込む力の低下や唾液の出が悪くなると、口腔内に食べかすがたまり、細菌が繁殖します。お口の中の衛生状態
の悪化は、虫歯、歯周病、口臭などさまざまなトラブルを招いたり、免疫力を低下させ、誤嚥性肺炎や動脈硬化の促進、糖尿
病の悪化など重篤な病気を誘発したり重症化することにもつながります。

　食べ物や唾液などが誤って気管に入ることを「誤嚥」とい
います。口腔機能が低下すると誤嚥しやすくなります。
　誤嚥したときに、歯周病菌などの細菌を一緒に気管へと運ん
でしまうことが原因で起こる肺炎を「誤嚥性肺炎」といいます。
　一度発症すると繰り返しやすく、治療も難しいため、命を
脅かすこともあり、発症を予防することがとても大切です。
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口腔ケアでいつまでも
　　食事や会話を楽しみましょう

実践！いきいきセカンドライフ　№６
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問 多久市地域包括支援センター
（福祉課内）　☎75－6033
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意欲の低下や
重篤な病気の原因に
意欲の低下や
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低下する
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栄養不足や脱水に栄養不足や脱水に

食べる量が減る食べる量が減る

【誤嚥性肺炎とは】【誤嚥性肺炎とは】
ごご えんせいはいえんえんせいはいえん

多久市地域包括支援センターでは、

高齢者虐待防止など、

高齢者のみなさんの権利を守る

相談も受け付けています

多久市地域包括支援センターでは、

高齢者虐待防止など、

高齢者のみなさんの権利を守る

相談も受け付けています
　高齢社会の昨今、自宅での介護や認知症介護の増加等、介護をとりまく状況は年々多様化しています。
その中で介護疲れや責任の重圧などが重なって、高齢者を介護やお世話をする人が無意識に高齢者を責
めたり、怒ったり、プライドを傷つける言動など、第三者からみると「虐待」と言える行為に発展する
場合があります。
　しかし、日々一緒に生活をし、一生懸命に介護をしている当事者間では、その行為が「虐待につながっ
ている」とは気づきにくい場合もあります。

認知症を知る

こんなことはありませんか？

▶こういった異変は、虐待を受けているなど高齢者の人権が侵害されている場合があります。
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あなたは、「オーラル・フレイル（お口の虚弱）」ではありませんか？

お口の中の細菌が、重大な病気の原因に !!

　お口の中を健康に保つには、お口の中を清潔に保ち、細菌などの繁殖を防ぐことが大切です。お口の健康を
守るために、口腔ケアを実践・継続しましょう。

　奥まで丁寧にみがく。歯間ブラシやフロスを活用して歯と歯の
間や歯と歯茎の境目も歯垢をためない清掃をこころがけましょう。

　できるだけ食事のたびに、必ず口からはずし、洗浄剤を使いな
がら、洗いましょう。

　正しいブラッシングや手入れの手法も定期的にチェックしても
らいましょう。

　柔らかい物中心の食事や噛めないからと食事自体を敬遠すると、
低栄養状態や体力低下につながります。しっかり噛む習慣もなく
さないようにしましょう。

つづけましょう、自分でできる口腔ケア

□入れ歯（義歯）が合わない。　　
□人と話す機会が少ない。
□口の渇きが気になる

□固い食べ物を食べない（食べられない）
□飲み物（お茶や汁ものなど）を飲むとき、よくむせる
□歯垢や舌苔がたくさんついている

○虫歯や歯周病を予防しましょう。

○入れ歯（義歯）をしっかり手入れしましょう。

○「噛む力」の低下を予防しましょう。

○定期的な歯科検診も忘れずに！

◯身体に小さなキズがよくみられる。
◯けんかが絶えないようだ。
◯いつも汚れた衣類を着ている。
◯元気がなく、閉じこもってばかりみたい。
◯高齢者となかなか会えない。
◯家族が介護に悩んでいるようだ。

ご相談は、
　市役所１階福祉課内
　多久市地域包括支援センター
　（おたっしゃ本舗多久）まで
　☎75－6033

「気になるな」「心配だな」
でも、こんな時、一体どこに
相談すればいいんだろう…

 < 虐待の原因>

　介護の頑張りすぎや家族の介護疲れ、人間関係の不和などが原因となることも多く、また、
介護者の意欲が低下し、生活がままならない状態も高齢者が自分への虐待（セルフネグレクト）
をしていると考えてしまうこともあります。
　誰かの気づきで、早めに相談することや福祉サービスの利用などで、介護負担の軽減や生活
状態の改善などにより、虐待の防止・解決につながる場合があります。
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～噛めない負の連鎖に要注意！！～～噛めない負の連鎖に要注意！！～
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